
ストレージ接続の設定

この章は、次の項で構成されています。

• VSAN, 1 ページ

• WWNプール, 4 ページ

• vHBA, 8 ページ

• ファイバチャネルアダプタポリシー, 11 ページ

• SAN接続ポリシー, 17 ページ

• ストレージポリシー, 18 ページ

• ファイバチャネルのゾーン分割, 21 ページ

VSAN
Cisco UCSでは、VSAN（ネームド VSANとも呼ばれます）は特定の外部 SANへの接続を作成し
ます。VSANは、その外部SANへのトラフィックを切り離しますが、これにはブロードキャスト
トラフィックも含まれます。1つの VSANのトラフィックは、別の VSANにトラフィックが存在
していることを認識しますが、そのトラフィックを読み取ったり、それにアクセスすることはで

きません。

VSAN IDに名前を割り当てると抽象レイヤが追加され、VSANを使用するサービスプロファイル
に関連付けられたすべてのサーバをグローバルにアップデートできるようになります。外部 SAN
との通信を維持するために、サーバを個別に再設定する必要はありません。同じVSANIDを使用
して、複数のネームド VSANを作成できます。

ガイドラインと推奨事項など、Cisco UCSの VSANの詳細については、『Cisco UCS Manager
configuration guides』を参照してください。
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クラスタ設定内のネームド VSAN

クラスタ設定では、VSANが 1つのファブリックインターコネクト上のファイバチャネルアッ
プリンクポートにのみアクセスできるように、または両方のファブリックインターコネクト上の

ファイバチャネルアップリンクポートにアクセスできるように設定できます。

ネームド VSAN と FCoE VLAN ID

各VSANに FCoE VLAN IDを設定します。このプロパティは、VSANおよびそのファイバチャネ
ルパケットの送信に、どの VLANが使用されるかを決定します。

Cisco UCS CNAM72KR-Qや Cisco UCS CNAM72KR-Eなどの FIP対応の統合型ネットワークアダ
プタの場合は、VSANが FCoEVLAN ID用のネイティブなVLANではないVLANを使用して設定
される必要があります。この設定により、FCoEトラフィックがこれらのアダプタを通過できるこ
とが保証されます。

次のサンプルの設定では、ファブリック Aにマッピングされる vNICおよび vHBAを含むサービ
スプロファイルが、FIP対応の統合型ネットワークアダプタを搭載したサーバに関連付けられま
す。

• vNICは、VLAN 10を使用するように設定されます。

• VLAN 10は、vNIC用のネイティブ VLANとしても指定されます。

• vHBAは、VSAN 2を使用するように設定されます。

•そのため、VLAN10をFCoEVLANIDとして、VSAN2を設定することはできません。VSAN
2は、ファブリック A上で設定された他のどの VLANにもマッピングもできます。

VSAN の作成

SANクラウドの Fibre Channel over Ethernet（FCoE）VLANと LANクラウドのVLANは、異な
る IDにする必要があります。VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、そ
の FCoE VLANを使用しているすべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、
トラフィックが中断されます。FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上で
イーサネットトラフィックがドロップされます。

（注）

手順

ステップ 1 [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで、Cisco UCS Managerアカウントを含むポッドを選択

します。

ステップ 3 [VSAN（VSANs）]をクリックします。
ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 5 [VSANの追加（Add VSAN）]画面で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

VSANの一意の名前。[VSAN名（VSAN Name）]フィールド

ネットワークに割り当てられている固有識別情

報。

[VSAN ID]フィールド

VSANのタイプを選択します。次のいずれかに
なります。

• [SANクラウド（SAN Cloud）]

• [ストレージクラウド（Storage Cloud）]

ファイバチャネルゾーン分割用の VLANを作
成する場合は、[ストレージクラウド（Storage
Cloud）]を選択することを推奨します。

[タイプ（Type）]ドロップダウンリスト

VSANの設定方法を選択します。次のいずれか
になります。

• [共通/グローバル（Common/Global）]：
VSANは、すべての使用可能なファブリッ
ク内で同じ VSAN IDにマッピングされま
す。

• [ファブリックA（FabricA）]：VSANは、
ファブリック Aにだけ存在する VSAN ID
にマッピングされます。

• [ファブリックB（Fabric B）]：VSANは、
ファブリック Bにだけ存在する VSAN ID
にマッピングされます。

[ファブリックID（Fabric ID）]ドロップダウン
リスト

ファイバチャネル接続に使用される VLANに
割り当てられた固有識別情報。

Cisco UCS CNA M72KR-Qや Cisco UCS CNA
M72KR-Eなどの FCoE Initialization Protocol
（FIP）対応の統合型ネットワークアダプタの
場合は、FCoE VLAN ID用のネイティブな
VLANではないネームド VLANを使用して、
ネームドVSANを設定する必要があります。こ
の設定により、FCoEトラフィックがこれらの
アダプタを通過できることが保証されます。

[FCoE VLAN]フィールド
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ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

この VSANをファイバチャネルゾーン分割で使用する予定の場合は、ファイバチャネルのゾー
ン分割の VSANの設定, （24ページ）を参照してください。

WWN プール

WWNN プール
WWNN（ワールドワイドノード名）プールは、WW（ワールドワイド）ノード名だけを含む
WWN（ワールドワイド名）プールです。サービスプロファイルにWWNNプールを含める場合、
関連付けられたサーバには、そのプールからWWNNが割り当てられます。[WWNNプール（WWNN
Pools）]タブでプールをダブルクリックすると、WWNNプール内のWWNブロックとイニシエー
タを表示できます。

WWNN プールの作成

手順

ステップ 1 [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで、Cisco UCS Managerアカウントを含むポッドを選択

します。

ステップ 3 [組織（Organizations）]をクリックします。
ステップ 4 プールを作成する組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ステップ 5 [WWNNプール（WWNN Pools）]をクリックします。
ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 7 [WWNNプールの追加（Add WWNN Pool）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

プールの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

プールの説明。[説明（Description）]フィールド

ブロック内の最初のWWNNアドレス。[開始（From）]フィールド

ブロック内のWWNNアドレスの数。[サイズ（Size）]フィールド
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ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

WWNN プールへのイニシエータの追加

手順

ステップ 1 [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで、Cisco UCS Managerアカウントを含むポッドを選択

します。

ステップ 3 [組織（Organizations）]をクリックします。
ステップ 4 プールを変更する組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ステップ 5 [WWNNプール（WWNN Pools）]をクリックします。
ステップ 6 イニシエータを追加するプールをクリックします。

ステップ 7 [WWNNイニシエータの作成（Create WWNN Initiator）]をクリックします。
ステップ 8 [WWNNイニシエータの作成（Create WWNN Initiator）]画面で、次のフィールドに値を入力しま

す。

説明名前

イニシエータの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

イニシエータの説明。[説明（Description）]フィールド

イニシエータのWWN。[World Wide Name]フィールド

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

WWPN プール
WWPN（ワールドワイドポート名）プールは、WWポート名だけを含むWWNプールです。サー
ビスプロファイルにWWPNのプールを含めると、関連付けられたサーバの各 vHBA上のポート
は、そのプールからWWPNを割り当てられます。[WWPNプール（WWPNPools）]タブでプール
をダブルクリックすると、WWPNプール内のWWNブロックとイニシエータを表示できます。
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WWPN プールの作成

手順

ステップ 1 [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで、Cisco UCS Managerアカウントを含むポッドを選択

します。

ステップ 3 [組織（Organizations）]をクリックします。
ステップ 4 プールを作成する組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ステップ 5 [WWPNプール（WWPN Pools）]をクリックします。
ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 7 [WWPNプールの追加（Add WWPN Pool）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

プールの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

プールの説明。[説明（Description）]フィールド

ブロック内の最初のWWPNアドレス。[開始（From）]フィールド

ブロック内のWWPNアドレスの数。[サイズ（Size）]フィールド

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。
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WWPN プールへのイニシエータの追加

手順

ステップ 1 [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで、Cisco UCS Managerアカウントを含むポッドを選択

します。

ステップ 3 [組織（Organizations）]をクリックします。
ステップ 4 プールを変更する組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ステップ 5 [WWPNプール（WWPN Pools）]をクリックします。
ステップ 6 イニシエータを追加するプールをクリックします。

ステップ 7 [WWPNイニシエータの作成（Create WWPN Initiator）]をクリックします。
ステップ 8 [WWPNイニシエータの作成（Create WWPN Initiator）]画面で、次のフィールドに値を入力しま

す。

説明名前

イニシエータの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

イニシエータの説明。[説明（Description）]フィールド

イニシエータのWWN。[World Wide Name]フィールド

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

WWN ブロックの追加

手順

ステップ 1 [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで、Cisco UCS Managerアカウントを含むポッドを選択

します。

ステップ 3 [組織（Organizations）]をクリックします。
ステップ 4 プールを変更する組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ステップ 5 次のいずれかをクリックします。

• [WWNNプール（WWNN Pools）]
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• [WWPNプール（WWPN Pools）]

ステップ 6 WWNブロックを追加するプールをクリックします。
ステップ 7 [WWNブロックの作成（Create WWN Block）] をクリックします。
ステップ 8 [WWNブロックの作成（Create WWN Block）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWNNまたはWWPNア
ドレス。

[開始（From）]フィールド

ブロック内のWWNまたはWWPNアドレスの
数。

[サイズ（Size）]フィールド

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

vHBA

vHBA テンプレート
このテンプレートは、サーバ上の vHBAと SANの接続方法を定義するポリシーです。これは、
vHBA SAN接続テンプレートとも呼ばれます。

このポリシーを有効にするには、このポリシーをサービスプロファイルに含める必要がありま

す。

vHBA テンプレートの作成

はじめる前に

次のリソースの 1つ以上がすでに存在していることを前提としています。

• VSAN

• WWPNプール

• SANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー
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手順

ステップ 1 [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで、Cisco UCS Managerアカウントを含むポッドを選択

します。

ステップ 3 [組織（Organizations）]をクリックします。
ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。
ステップ 5 [vHBAテンプレート（vHBA Templates）]をクリックします。
ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 7 [vHBAテンプレートの追加（Add vHBA Template）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

ポリシーの説明。[説明（Description）]フィールド

このテンプレートで作成されたvHBAが関連付
けられるファブリックインターコネクトを選択

します。

[ファブリックID（Fabric ID）]ドロップダウン
リスト

このテンプレートから作成される vHBAsに関
連付ける VSANを選択します。

[VSAN]ドロップダウンリスト

使用するテンプレートのタイプを選択します。

次のいずれかになります。

• [初期テンプレート（Initial Template）]：テ
ンプレートが変更されても、このテンプ

レートから作成されたvHBAはアップデー
トされません。

• [テンプレートの更新（Updating
Template）]：テンプレートが変更される
と、このテンプレートから作成された

vHBAがアップデートされます。

[テンプレートのタイプ（Template Type）]ド
ロップダウンリスト

vHBAがサポートするファイバチャネルフレー
ムのペイロードバイトの最大サイズ。

256～2112の整数を入力します。デフォルトは
2048です。

[データフィールドの最大サイズ（MaxDataField
Size）]フィールド
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説明名前

このテンプレートから作成されたvHBAが、そ
のWWPNアドレスを導出するために使用する
WWPNプールを選択します。

[WWPNプール（WWPNPool）]ドロップダウン
リスト

このテンプレートから作成されたvHBAに関連
付けられるQuality of Service（QoS）ポリシーを
選択します。

[QoSポリシー（QoS Policy）]ドロップダウン
リスト

このテンプレートから作成されたvHBAに関連
付けられる SANピングループを選択します。

[ピングループ（PinGroup）]ドロップダウンリ
スト

このテンプレートから作成されたvHBAに関連
付けられる統計情報しきい値ポリシーを選択し

ます。

[統計しきい値ポリシー（StatsThresholdPolicy）]
ドロップダウンリスト

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

vHBAテンプレートをストレージポリシーに含めます。

vHBA の作成

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [物理インフラストラクチャポリシー（Physical Infrastructure Policies）] >
[UCS Manager]の順に選択します。

ステップ 2 [vHBA]をクリックします。
ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [vHBAの作成（Create vHBA）]画面で、vHBAの Cisco UCS接続を指定するため次のフィールド

に入力します。

説明名前

vHBAの一意の名前。[vHBA名（vHBA Name）]
フィールド

この vHBAを追加する Cisco UCSManagerアカウントを選択しま
す。

[UCSアカウント名（UCS
AccountName）]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

ユーザがこの vHBAを追加する Cisco UCS組織を選択します。[UCSOrganizationの名前（UCS
OrganizationName）]ドロップ
ダウンリスト

この vHBAに割り当てる vHBAテンプレートを選択します。[vHBAテンプレート（HBA
Template）]ドロップダウンリ
スト

次のイーサネットアダプタポリシーからいずれか 1つを選択し
ます。

• [デフォルト（Default）]

• [Windows]

• [VMware]

• [Linux]

[アダプタポリシー（Adapter
Policy）]ドロップダウンリス
ト

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

この vHBAをストレージポリシーに含めます。

ファイバチャネルアダプタポリシー
CiscoUCSには、ファイバチャネルアダプタポリシーセットがデフォルトで用意されています。
これらのポリシーには、サポートされている各サーバオペレーティングシステムにおける推奨設

定が含まれています。オペレーティングシステムはこれらのポリシーに影響されます。一般的に

ストレージベンダーでは、デフォルト以外のアダプタ設定が要求されます。ベンダーが提供して

いるサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。

該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。Cisco TACからの指示がない限り、デフォルトのポリシーの値は変更しないでください。
（注）
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ファイバチャネルアダプタポリシーの作成

手順

ステップ 1 [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで、Cisco UCS Managerアカウントを含むポッドを選択

します。

ステップ 3 [組織（Organizations）]をクリックします。
ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。
ステップ 5 [FCアダプタポリシー（FC Adapter Policies）]をクリックします。
ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 7 [ファイバチャネルアダプタポリシーの作成（Create Fibre Channel Adapter Policy）]画面に、ポリ

シーの名前および説明を入力します。

ステップ 8 [リソース（Resources）]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

ポリシーの説明。[説明（Description）]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。このパラメータ

は、汎用サービスの Extended Link Services
（ELS）およびCommonTransport（CT）ファイ
バチャネルフレームに適用されます。アダプ

タのパフォーマンスには影響しません。

64～ 128の整数を入力します。デフォルトは
64です。

送信キューの [リングサイズ（Ring Size）]
フィールド

各受信キュー内の記述子の数。このパラメータ

は、汎用サービスの Extended Link Services
（ELS）およびCommonTransport（CT）ファイ
バチャネルフレームに適用されます。アダプ

タのパフォーマンスには影響しません。

64～ 128の整数を入力します。デフォルトは
64です。

受信キューの [リングサイズ（Ring Size）]
フィールド
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説明名前

各 SCSI I/Oキュー内の記述子の数。

64～ 512の整数を入力します。デフォルトは
512です。

記述子の数はアダプタのパフォーマンスに影響

を与える可能性があるため、デフォルト値を変

更しないことを推奨します。

SCSI I/Oキューの [リングサイズ（Ring Size）]
フィールド

ステップ 9 [オプション（Options）]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

テープデバイスによるシーケンスレベルエラー

の修復に FCP Sequence Level Error Recovery
（FC-TAPE）プロトコルを使用するかどうかを
選択します。これにより、VICファームウェア
の Read Exchange Concise（REC）および
Sequence Retransmission Request（SRR）機能を
有効または無効にできます。次のいずれかにな

ります。

• [無効化（Disabled）]：デフォルトです。

• [有効化（Enabled）]：システムが 1つ以上
のテープドライブライブラリに接続され

ている場合は、このオプションを選択しま

す。

このパラメータは、CiscoUCSM81KR
仮想インターフェイスカードなどの

VICアダプタのあるサーバにのみ適
用されます。

（注）

[FCPエラーの修復（FCP Error Recovery）]ド
ロップダウンリスト
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説明名前

システムがファブリックへのログインを最初に

失敗してから再試行する回数。

任意の整数を入力します。システムが無限に試

行し続けるように指定するには、整数をこの

フィールドに入力します。このパラメータの最

適な値を知るには、ストレージアレイのドキュ

メントを確認するようお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタ搭
載のサーバや、Cisco UCS M71KR-E
Emulex Converged Network Adapterな
どの統合型ネットワークアダプタ搭

載のサーバにのみ適用されます。

（注）

[FLOGIの再試行回数（Flogi Retries）]フィール
ド

システムがログインを再試行する前に待機する

ミリ秒数。

1000～ 255000の整数を入力します。デフォル
トは 4,000です。このパラメータの最適な値を
知るには、ストレージアレイのドキュメントを

確認するようお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタ搭
載のサーバや、コンバージドネット

ワークアダプタ搭載のサーバにのみ

適用されます。

（注）

[FLOGIタイムアウト（Flogi Timeout）]フィー
ルド

システムがポートへのログインを最初に失敗し

てから再試行する回数。

0～ 255の整数を入力します。デフォルトは 8
です。このパラメータの最適な値を知るには、

ストレージアレイのドキュメントを確認するよ

うお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタ搭
載のサーバにのみ適用されます。

（注）

[PLOGIの再試行回数（Plogi Retries）]フィール
ド

システムがログインを再試行する前に待機する

ミリ秒数。

1000～ 255000の整数を入力します。デフォル
トは20,000です。このパラメータの最適な値を
知るには、ストレージアレイのドキュメントを

確認するようお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタ搭
載のサーバにのみ適用されます。

（注）

[PLOGIタイムアウト（Plogi Timeout）]フィー
ルド
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説明名前

リモートファイバチャネルポートが使用不可

能であることを SCSI上位層に通知する前に、
そのポートがオフラインになっていなければな

らないミリ秒数。このパラメータは、ホストマ

ルチパスドライバに重要であり、エラー処理に

使用される主要指標の 1つとなります。

0～240000の整数を入力します。デフォルトは
30,000です。ESXを実行しているVICアダプタ
搭載のサーバの推奨値は、10,000です。

このパラメータの最適な値を知るには、スト

レージアレイのドキュメントを確認するようお

勧めします。

このパラメータは、VICアダプタ搭
載のサーバにのみ適用されます。

（注）

[ポートダウンタイムアウト（Port Down
Timeout）]フィールド

ポートが使用不可能であるとシステムが判断す

る前に、そのポートへの IO要求がビジー状態
を理由に戻される回数。

0～ 255の整数を入力します。デフォルトは 8
です。このパラメータの最適な値を知るには、

ストレージアレイのドキュメントを確認するよ

うお勧めします。

このパラメータは、Windowsを実行
する VICアダプタ搭載のサーバにの
み適用されます。

（注）

[ポートダウンIOの再試行（PortDownIORetry）]
フィールド

アップリンクポートがダウンし、ファブリック

接続が失われていることをシステムに通知する

前に、アップリンクポートがオフラインになっ

ていなければならないミリ秒数。

0～240000の整数を入力します。デフォルトは
30,000です。このパラメータの最適な値を知る
には、ストレージアレイのドキュメントを確認

するようお勧めします。

このパラメータは、Windowsを実行
する VICアダプタ搭載のサーバにの
み適用されます。

（注）

[リンクダウンタイムアウト（Link Down
Timeout）]フィールド
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説明名前

vHBA内に同時に保留可能な最大データ数また
は I/O操作の数。この値を超えると、保留中の
I/O操作の数が減り、追加の操作が処理できる
ようになるまで、キューで I/O操作が待機しま
す。

このパラメータは、LUNキューの長
さと同じではありません。LUN
キューの長さは、サーバにインストー

ルされている OSに基づいて、Cisco
UCS Managerにより管理されます。

（注）

1～ 1024の整数を入力します。デフォルトは
16です。このパラメータの最適な値を知るに
は、ストレージアレイのドキュメントを確認す

るようお勧めします。

このパラメータは、Cisco UCS
M71KR-E Emulex Converged Network
Adapterや、Cisco UCS M71KR-Q
QLogic Converged Network Adapterな
どのネットワークアダプタ搭載のサー

バにのみ適用されます。VICアダプタ
搭載のサーバでは、このパラメータは

無視されます。

（注）

[IOスロットル数（IOThrottle Count）]フィール
ド

ファイバチャネルドライバがエクスポートま

たは表示するLUNの最大数。LUNの最大数は、
通常、サーバで実行されている OSにより管理
されます。

1～1024の整数を入力します。デフォルト値は
256です。ESXまたはLinuxを実行しているサー
バの推奨値は、1024です。

このパラメータの最適な値を知るには、OSの
ドキュメントを確認するようお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタ搭
載のサーバや、ネットワークアダプ

タ搭載のサーバにのみ適用されます。

（注）

[ターゲットあたりのLUNの最大数（Max LUNs
Per Target）]フィールド
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説明名前

ドライバからオペレーティングシステムに割り

込みを送信する方法を選択します。次のいずれ

かになります。

• [MSI-X]：機能拡張されたMessage Signaled
Interrupts（MSI）。サーバの OSがサポー
トしている場合には、このオプションを選

択することをお勧めします。

• [MSI]：MSIのみ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

このパラメータは、VICアダプタ搭
載のサーバや、Window以外の OSを
実行しているネットワークアダプタ

搭載のサーバにのみ適用されます。

WindowsOSでは、このパラメータは
無視されます。

（注）

[割り込みモードの選択（Interrupt Mode）]ド
ロップダウンリスト

ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。

SAN 接続ポリシー
SAN接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバとLANの間の接続およびネットワーク通信リソー
スを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してWWNおよびWWPNをサーバに割り
当て、サーバがネットワークと通信するために使用する vHBAを識別します。

これらの接続ポリシーは、サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレート

に含まれ、複数のサーバを設定するために使用できるので、静的 IDを接続ポリシーで使用す
ることはお勧めしません。

（注）
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SAN 接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで、Cisco UCS Managerアカウントを含むポッドを選択

します。

ステップ 3 [組織（Organizations）]をクリックします。
ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。
ステップ 5 [SAN接続ポリシー（SAN Connectivity Policies）]をクリックします。
ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 7 [SAN接続ポリシー（SAN Connectivity Policy）]画面に、ポリシーの名前と説明を入力します。
ステップ 8 [WWNNプール（WWNNPool）]ドロップダウンリストから、このポリシーと関連付けるWWNN

プールを選択します。

ステップ 9 [vHBA]表で、[追加（Add）]をクリックし、次の手順を実行します。
a) vHBAの名前を入力します。
b) vHBAテンプレートを使用して vHBAを作成し、[vHBAテンプレートの使用（Use vHBA

Template）]チェックボックスをオンにして、表示されるドロップダウンリストから適切なテ
ンプレートを選択します。

c) テンプレートなしで新しい vHBAを作成する場合は、[vHBAテンプレートの使用（Use vHBA
Template）]チェックボックスをオフにして、表示されるフィールドに値を入力します。
これらのフィールドの詳細については、vHBAの作成, （10ページ）を参照してください。

d) [送信（Submit）]をクリックします。

ポリシーにさらに vHBAを追加する場合は、この手順を繰り返します。

ステップ 10 ポリシーに必要な vHBAをすべて作成したら、[送信（Submit）]をクリックします。

ストレージポリシー
ストレージポリシーは Cisco UCS Directorポリシーであり、サーバに割り当てられたワールドワ
イドノード名（WWNN）やサーバで使用する仮想ホストバスアダプタ（vHBA）などの SANス
トレージとサーバの間の接続を設定します。選択した設定に応じて、このポリシーを使用して 2
つ以上のサーバ用 vHBAを設定できます。このポリシーで vHBAの作成を選択するか、SAN接続
ポリシーを使用して vHBAの設定を決定することができます。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また、このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。
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ストレージポリシーの作成

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [物理インフラストラクチャポリシー（Physical Infrastructure Policies）] >
[UCS Manager]の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージポリシー（Storage Policy）]をクリックします。
ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 ポリシーの名前と説明を入力します。

ステップ 5 [ストレージポリシーの追加（Add Storage Policy）]画面で、ストレージポリシーの Cisco UCS接
続を指定するため次のフィールドに入力します。

説明名前

ストレージポリシーの一意の名前。[ポリシー名（Policy Name）]
フィールド

ストレージポリシーの説明。[ポリシーの説明（Policy
description）]フィールド

ユーザがこのストレージポリシーを追加する Cisco UCSManager
アカウントを選択します。

[UCSアカウント名（UCS
AccountName）]ドロップダウ
ンリスト

ユーザがこのストレージポリシーを追加する Cisco UCS組織を
選択します。

[UCSOrganizationの名前（UCS
OrganizationName）]ドロップ
ダウンリスト

このストレージポリシーに追加するローカルディスクの設定ポ

リシーを選択します。

[ローカルディスクの設定ポリ
シー（Local Disk Configuration
Policy）]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

次のいずれかの接続タイプを選択します。

• [エキスパート（Expert）]：SANストレージへのアクセス用
にサーバで使用できる vHBAを最大 10まで作成できます。

• [シンプル（Simple）]：SANストレージへのアクセス用に
サーバで使用できる vHBAを最大 2つ作成できます。

• [vHBAなし（NovHBAs）]：vHBAを作成できません。この
オプションを選択すると、このポリシーを含むサービスプ

ロファイルに関連付けられているサーバを、SANに接続で
きなくなります。

• [ハードウェアの継承（Hardware Inherited）]：サーバに関連
付けられたファイバチャネルアダプタプロファイルに割り

当てられた vHBAを使用します。

• [SAN接続ポリシーの使用（UseSANConnectivity Policy）]：
SAN接続ポリシーを使用して、サーバのSAN接続を判断し
ます。

[SAN接続タイプ（SAN
Connectivity Type）]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 6 [エキスパート（Expert）]SANストレージオプションを選択した場合は、次の手順を実行します。
a) [WWNNプール（WWNN Pool）]ドロップダウンリストから、このポリシーに割り当てる

WWNNプールを選択します。
このストレージポリシーを使用するサービスプロファイルに関連付けられた各サーバにWWNN
を割り当てるために、WWNNプールに十分な数のWWNNがあることが必要です。

b) [vHBAの追加（Add vHBA）]ドロップダウンで、ストレージポリシーに追加する vHBAsの数
（最大 10）を選択します。

c) [vHBA1 ... vHBA10のテンプレート（Template For vHBA1 ... vHBA10）]リストから、各 vHBA
の vHBAテンプレートを選択します。

d) ステップ 9に進みます。

ステップ 7 [シンプル（Simple）] SANストレージオプションを選択した場合は、次の手順を実行します。
a) [WWNNプール（WWNN Pool）]ドロップダウンリストから、このポリシーに割り当てる

WWNNプールを選択します。
このストレージポリシーを使用するサービスプロファイルに関連付けられた各サーバにWWNN
を割り当てるために、WWNNプールに十分な数のWWNNがあることが必要です。

b) [vHBA0 (ファブリックA)（vHBA0 (Fabric A)）]領域で、次のフィールドに値を入力します。

• [vHBA0の名前（vHBA0 Name）]領域で、vHBAの一意の名前を入力します。

• [VSANの選択（SelectVSAN）]ドロップダウンリストで、この vHBAを関連付けるVSAN
の名前を選択します。
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c) [vHBA1 0 (ファブリックB)（vHBA1 (Fabric B)）]領域で、次のフィールドに値を入力します。

• [vHBA1の名前（vHBA1 Name）]フィールドに、vHBAの一意の名前を入力します。

• [VSANの選択（SelectVSAN）]ドロップダウンリストで、この vHBAを関連付けるVSAN
の名前を選択します。

d) ステップ 9に進みます。

ステップ 8 [SAN接続ポリシーの使用（Use SAN Connectivity Policy）]オプションを選択した場合は、[SAN接
続ポリシー（SAN Connectivity Policy）]ドロップダウンリストからサーバに関連付けるポリシー
を選択します。

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

ストレージポリシーをサービスプロファイルに含めます。

ファイバチャネルのゾーン分割

Cisco UCSでのファイバチャネルのゾーン分割のサポート
Cisco UCSは、スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割および Cisco UCSローカルファイ
バチャネルゾーン分割（Cisco UCSManagerベースのファイバチャネルゾーン分割とも呼ばれま
す）をサポートします。同じ Cisco UCSドメイン内でゾーン分割タイプの組み合わせを設定する
ことはできません。Cisco UCSドメインと次のいずれかのタイプのゾーン分割を設定することが
できます。

•ゾーン分割なし

• CiscoUCSローカルファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続ストレージとロー
カルゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたは FCoEストレージは、ファブ
リックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割はCiscoUCSでローカルゾーン分割を
使用して設定されます。既存のファイバチャネルまたは FCoEアップリンク接続は無効にさ
れる必要があります。Cisco UCSは、Cisco UCSローカルゾーン分割機能の使用と共存する
アクティブなファイバチャネルまたは FCoEアップリンク接続を現在サポートしていませ
ん。

•スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続ストレージとアッ
プリンクゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたはFCoEストレージは、ファ
ブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、Cisco MDSまたは Nexus 5000
シリーズスイッチを使用してCiscoUCSドメインの外部で実行されます。この設定は、Cisco
UCSドメインでのローカルゾーン分割をサポートしません。
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ゾーン分割は、VSAN単位で設定します。ファブリックレベルでゾーン分割を有効にするこ
とはできません。

（注）

実装に関するガイドラインなど、ファイバチャネルゾーン分割の詳細については、『Cisco UCS
Manager configuration guides』を参照してください。

ストレージ接続ポリシー

ストレージ接続ポリシーには、Cisco UCSローカルファイバチャネルゾーン分割を設定するため
に使用するストレージアレイ上のターゲットストレージポートの集合が含まれています。この

ポリシーは、組織またはイニシエータグループの下に作成できます。このポリシーは、CiscoUCS
Managerではファイバチャネルストレージ接続ポリシーと呼ばれます。

ファイバチャネルターゲットエンドポイントを介して vHBAイニシエータグループをストレー
ジ接続ポリシーに追加します。

これらのゾーン内のストレージアレイは、ファブリックインターコネクトに直接接続される必要

があります。ストレージ接続ポリシーに含めるこれらのアレイ上のターゲットストレージポート

には、ファイバチャネルストレージポートまたはFCoEストレージポートを使用できます。ポー
トのWWNを使用して、ポートをポリシーに追加し、ファイバチャネルゾーンのポートを識別し
ます。

Cisco UCSは、ファイバチャネルストレージをデフォルトで作成しません。（注）

Cisco UCSでのファイバチャネルのゾーン分割の設定

この手順は、Cisco UCSローカルファイバチャネルのゾーン分割用の Cisco UCSドメインの
設定に必要な手順の概要です。次のすべてのステップを完了する必要があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCSドメインに外付けファイバ
チャネルスイッチで管理されていたゾー

まだ完了してない場合は、Cisco UCSド
メイン内のファブリックインターコネ

ステップ 1   

ンがある場合は、影響のあるすべてのクトの接続を、外付けファイバチャネ

VSANに clear-unmanaged-fc-zone-allコマルスイッチ（MDSなど）から切り離し
てください。 ンドを入力し、それらのゾーンを削除し

てください。
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目的コマンドまたはアクション

このステップは、Cisco UCS Manager CLI
で実行する必要があります。

エンドホストモードでは、ファイバチャ

ネルのゾーン分割を設定できません。

両方のファブリックインターコネクト

に、ファイバチャネルスイッチング

モードを設定します。

ステップ 2   

ファイバチャネルスイッチングモードの

変更を参照してください。

ファブリックインターコネクトとポート

の設定を参照してください。

ファイバチャネルゾーンのトラフィッ

ク転送に必要なファイバチャネルと

FCoEストレージポートを設定します。

ステップ 3   

クラスタ設定の場合は、ストレージゾー

ンに含まれる VSANを作成し、共通また
1つ以上の VSANを作成し、ファイバ
チャネルゾーンのトラフィック転送に

ステップ 4   

はグローバル設定を使用して、両方のファ必要なすべてのVSANで、ファイバチャ
ネルのゾーン分割を有効にします。 ブリックインターコネクトにアクセス可

能であることを確認します。

VSANの作成, （2ページ）およびファ
イバチャネルのゾーン分割のVSANの設
定, （24ページ）を参照してください。

LAN接続ポリシーの作成を参照してくだ
さい。

LAN接続ポリシーを作成します。ステップ 5   

ネットワークポリシーの作成を参照して

ください。

ネットワークポリシーを作成し、それ

に LAN接続ポリシーを追加します。
ステップ 6   

SAN接続ポリシーの作成, （18ページ）
を参照してください。

SAN接続ポリシーを作成します。ステップ 7   

ストレージポリシーの作成, （19ペー
ジ）を参照してください。

ストレージポリシーを作成し、それに

SAN接続ポリシーを追加します。
ステップ 8   

ストレージ接続ポリシーの作成, （25
ページ）を参照してください。

1つ以上のストレージ接続ポリシーを作
成し、1つ以上のファイバチャネルター
ゲットエンドポイントを vHBAイニシ
エータグループとして機能させます。

ステップ 9   

サービスプロファイルの作成を参照して

ください。

サービスプロファイルを作成し、それ

にネットワークポリシーとストレージ

ポリシーを追加します。

ステップ 10   

サービスプロファイルをサーバと関連

付けます。

ステップ 11   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

ファイバチャネルゾーンの表示, （26
ページ）を参照してください。

サービスプロファイルや組織を使用し

て、ファイバチャネルゾーンのレポー

トを表示し、生成します。

ステップ 12   

（任意）

サービスプロファイルのインベントリ収

集のリクエストおよびサーバのインベン

LANや SANの接続ポリシーを変更する
場合は、サーバのリブートが必要になる

ため、サービスプロファイルとサーバ

のインベントリ収集を要求します。

ステップ 13   

トリ収集のリクエストを参照してくださ

い。

ファイバチャネルのゾーン分割の VSAN の設定

手順

ステップ 1 [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで、Cisco UCS Managerアカウントを含むポッドを選択

します。

ステップ 3 [VSAN（VSANs）]をクリックします。
ステップ 4 ファイバチャネルゾーン分割を設定する VSANをクリックします。
ステップ 5 [Fcゾーン分割の設定（FC Zoning Settings）]をクリックします。
ステップ 6 [FCゾーン分割の設定（FCZoningSettings）]画面で、[FCゾーン分割の有効化（EnableFCZoning）]

チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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ストレージ接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで、Cisco UCS Managerアカウントを含むポッドを選択

します。

ステップ 3 [組織（Organizations）]をクリックします。
ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。
ステップ 5 [ストレージ接続ポリシー（Storage Connection Policies）]をクリックします。
ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 7 [ストレージ接続ポリシー（StorageConnectionPolicy）]画面に、ポリシーの名前と説明を入力しま

す。

ステップ 8 [ゾーン分割のタイプ（Zoning Type）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを
選択します。

• [なし（None）]：ファイバチャネルゾーン分割がありません。

• [単一イニシエータの単一ターゲット（Single Initiator Single Target）]：CiscoUCSDirectorは、
vHBAとストレージポートのペアごとに、ゾーンを 1つ自動的に作成します。各ゾーンには
2つのメンバがあります。ゾーンの数がサポートされる最大数を超えると予想されない限り、
このタイプのゾーン分割を設定することをお勧めします。

• [単一イニシエータの複数ターゲット（Single Initiator Multiple Targets）]：Cisco UCS Director
は、vHBAごとにゾーンを 1つ自動的に作成します。ゾーンの数がサポートされる最大数に
達するか、それを超えると予想される場合は、このタイプのゾーン分割を設定することをお

勧めします。

ステップ 9 [Fcターゲットエンドポイントへのエントリの追加（FC Target Endpoints）]テーブルで、[追加
（Add）]をクリックして、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

ファイバチャネルまたは FCoEストレージア
レイ上の物理ターゲットポートに割り当てら

れたWWPN（WWN）です。サーバは、この
WWPN（WWN）を使用して、ストレージア
レイに設定された LUNにアクセスします。

[WWPN]フィールド

ターゲットエンドポイントとの通信に使用さ

れるファブリックインターコネクトを選択し

ます。

[ファブリックID（Fabric ID）]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

ターゲットエンドポイントとの通信に使用さ

れる VSANを選択します。
[VSAN]ドロップダウンリスト

b) [送信（Submit）]をクリックします。

必要なターゲットエンドポイントがすべて作成されるまで、この手順を繰り返します。

ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。

ファイバチャネルゾーンの表示

はじめる前に

ファイバチャネルゾーンを表示するには、ファイバチャネルゾーン分割を設定する必要があり

ます。

手順

ステップ 1 [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで、Cisco UCS Managerアカウントを含むポッドを選択

します。

ステップ 3 次のいずれかをクリックします。

• [組織（Organizations）]

• [サービスプロファイル（Service Profiles）]

ステップ 4 [FCゾーン（FC Zones）]をクリックします。
ステップ 5 （任意）生成するレポートおよびテーブルに表示される列をカスタマイズするには、次の手順を

実行します。

a) テーブルメニューバーで [テーブルの列のカスタマイズ（Customize Table Columns）] ボタン
をクリックします。

b) [レポートテーブルのカスタマイズ（Customize Report Table）]ダイアログボックスでチェック
ボックスを選択または選択解除し、レポートに表示する要素を決定して [保存（Save）]をク
リックします。

ステップ 6 （任意） タブに表示されるレポートをエクスポートするには次の手順を実行します。

a) テーブルメニューバーで [レポートのエクスポート（Export Report）]をクリックします。
b) [レポートのエクスポート（ExportReport）]ダイアログボックスでレポート形式を選択して [レ
ポートの生成（Generate Report）]をクリックします。
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c) レポートが生成されたら [ダウンロード（Download）]をクリックします。
d) 別のタブでレポートを表示している場合は、お使いのブラウザのダウンロードボタンを使用し
てレポートをダウンロードしてください。

e) [レポートのエクスポート（Export Report）]ダイアログボックスで [閉じる（Close）]をクリッ
クします。
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